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─先生の研究テーマについて教え
てください。
　心理学をやっている人は自分の問
題を研究テーマにする人が多いと思
いますが，私の場合は自分の弱いと
ころが気になっていました。最初は，
失敗をした時に自尊心がどうしてこ
んなに傷つくんだろうということ
や，失敗してへこたれる人とそれを
バネに成長していく人は何が違うの
かということをテーマに掲げ，自尊
心の研究をしてきました。そのうち，
自分のことばかり気にしていること
こそが問題なんじゃないかと気づき，
もう少し周りの人に目を配ることに
よって自分も救われるのではないか
と考えました。最近では援助行動に
ついて研究しています。他者への援
助は，人のためにやってはいるけれ
ども，結局それをすることによって 

対人関係が良くなったり，自尊心が
高まったり，自分にもポジティブな
波及効果が生まれることが面白いと
思っています。ただし特に日本人で
は，困ってる人がいてもなかなか自
分から進んで援助をしません。そこ
で最近の一番の関心事は「お節介」
です。
─研究を通して目指していること
はどんなことでしょうか。

ることには，どんな背景がありますか。
　私は帰国子女でした。その異文化
体験の影響から，「文化の違いでどう
してこうも違うのか」といった疑問は
自然に浮かび，これは文化心理学に繋
がる原動力の一つだったと思います。
もう一つはもっとプラクティカルな意
味合いです。アメリカの大学院に留
学した時，留学生がやる研究となると，
どうしても文化の要素を期待されまし
た。アメリカの研究者はアメリカ人を
対象にいろいろな実験をしていました
が，私が日本人を対象にやった実験を
報告すると「それって日本文化の影響
ですか？」といった質問が出てくるこ
とが，ちょっと私には悔しくもありまし
た。もちろん文化による違いもありま
す。しかし私がいろいろな文化を体験
して思ったことは，表面上は異文化間
で行動の違いがみられるけれども，失
敗するとへこんだり，褒められると嬉
しかったりといった根本的なところは
変わらないのではないかということで
す。そのため，文化差を検証したいと
いうモチベーション自体はあまりありま

　どんな研究者も同じかと思います
が，もっと生きやすい世の中になれ
ばいいなと考えています。自分だけ
が楽になるのではなく，周り全体が
生きやすくなる社会を作りたいと思
います。他人に対して無関心なとこ
ろを目の当たりすると，「ちょっと
お節介すれば解決するのに」と思う
ことがあります。町ですれ違う人が
ちょっとずつお節介をする世界にな
れば，それだけでいろんな問題が解
決するのではないでしょうか。人が
援助をしないのは，人間が冷たいか
らとか，相手に関心がないからとい
った理由ではなく，特に日本人の場
合は，援助をして相手に嫌われたら
どうしようとか，自分が傷つくこと
が怖いから手を出さないでおこうと
か，考えすぎてしまうところがある
のでしょう。先ほどの自尊心とも関
連しますが，もっと傷つきにくい自
分になれば，お節介をして相手から
迷惑がられてもそれほど傷つきませ
んし，反対に相手が援助を喜んでく
れれば大きな効果を生むと思います。
そういうことに繋がればと思って研
究をしています。
─先生は文化心理学をご専門の一
つとされています。文化心理学という
枠組みから援助行動について検討す
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せん。研究では日本とアメリカのデー
タを両方とったりもしますが，それは文
化差をみるためというよりも，本当に
一般化できるのかを確かめたくてやっ
ています。
─先生は海外での研究の経験もお
ありですが，どういった体験でした
か。
　海外はすごく刺激的でした。大き
な研究大学に留学やサバティカルに
行けたおかげもあって，毎日が学会
のようでした。世界各地から研究
者が来て，研究発表や議論をしたり，
講演会があったり，そういう場がほ
ぼ毎日ありました。それが心理学部
だけではなく，隣の学部やいろいろ
なところで同時進行していました。
日本では学会や講演会が年に数回あ
る程度ですが，アメリカだと普段の
生活の中でも「こういう発表あるけ
ど行く？」といった感じで日常的に
勉強する機会がありました。そうい
った場に参加すると，関係ないと思
っていたところからも研究のヒント
が得られることもありました。
─研究活動を続けるあたって，研
究テーマをどのように発展させてお
られるのでしょうか。

　その当時は興味があるからという
理由でいろいろな研究をやってはい
ますが，今振り返ってみると，自分
の関心事として一本通っているも
のがあることに気づきます。学生の
時は，自尊心の研究と甘えの研究を
それぞれ別の先生とやっていました。
当時は両者の接点を意識していませ
んでしたが，最近になってそれほど
テーマが離れていないことに気づき
ました。自尊心の研究が行き着く先
としては，人を助けることによって
自分も救われるといった話に繋がり
ます。甘えには，援助を求めるとい
う意味もあり，また甘えを受け入れ
ることが援助でもあります。一見異
なる研究にみえても，結局はどこか
で繋がってくると思うので，無理や
りテーマを繋げる必要はなく，いろ
いろなことに目を向けて研究ができ
るといいと思います。そのためには
共同研究者の存在は大きいですね。
一人で全部はできないので，たまた
ま一緒に研究をした人の影響から自
分の興味も広がって，研究のレパー
トリーが増えていくこともあるでし
ょう。

─最後に，若手研究者に一言お願
いします。
　研究をやっていると，やはりその
研究が好きか嫌いかをどこかで感じ
ていると思います。研究をやろうと
している人は，何かしら研究が面白
いと思ってここまで来ていると思い
ますが，その「面白いからやる」と
いうスタンスが一番大切だと思い
ます。やりたくてやっている研究の
方が絶対面白いし，アイデアも出て
きてより良い研究になると思います。
なので，本当にワクワクするかを自
分に問い直してみて，自分の中の原
動力を探り当てていくことが長続き
の秘訣かと思います。興味がある研
究をしていく中で，たとえ周りの研
究者や査読者に面白いと思われなか
ったとしても，それは相手がまだ面
白さに気づいていないのかもしれま
せん。一つの学術誌で評価されなく
ても，他の学術誌にはその研究に関
心をもってもらえることもあります。
自分の研究が面白くないわけではな
く，面白さをちゃんと伝えられてい
ないかもしれないという視点をもち，
面白いと思ってくれる人を探すこと
も大事だと思います。

インタビューを終えて
　今回のインタビューでは，新谷先
生のこれまでのご研究の経緯や，そ
の背後にあるお考えを中心にお話
をうかがいました。印象的だったの
は，例えば，援助－被援助関係にお
いて，援助者側が実は援助されて
いる側面があるということなど，人
と人とが共に生きる中で体験する
事象をていねいに見つめ，それを
研究に反映しておられることでした。
紙幅の都合で全てをご紹介できな
いことが残念ですが，新谷先生のお
話から，人々の現実的な生活に根差
した研究を行うことの大切さを改め
て意識しました。また，日々の生活

で出会う素朴な疑問や興味関心を
大切にすることや，他領域の研究者
やさまざまな機会との接点から視野
を広げていくことの重要性を感じま
した。

研究テーマ
　私は，教師の職場における援助
要請をメインテーマに研究をしてい
ます。また，スクールカウンセラー
として臨床実践にも携わっています。
学校が，子どもはもちろん，子どもた
ちを支える教師にとっても安心でき
る場であることが重要だと考え，組
織風土をはじめとする教師を取り巻
く環境要因に着目して研究を行って

きました。今後も教師の相互的な
援助要請や協働の促進につながる
ような研究を行い，その知見を臨床
実践にも活かしたいと思っています。
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